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順調にデータ収集を続け、ヒッグスが存在すればその兆候が見えてきても

不思議ではないくらいのデータ量になってきました。グループ内の解析も熱を

帯び｢観測する事象数が（ヒッグスがないと仮定したときの）予想よりも多

い｡」などというようなことをミーティングで発表しようものなら、すわっヒ

ッグスか、とグループ内に緊張が走ります。ヒッグスを探索している人々のこ

とをHiggshunterなどと呼びますが、今のLHCは、まさに狩人のように獲物
を狙う研究者で溢れかえっています。

そんな熱を帯びた解析が行われている一方で、データ収集も毎日続けなけ

ればなりません。多くの研究者でシフトを組んでいるのですが、その日収集し

たデータのチェックはネットワークがあればどこからでもできますので、実験

を行っているCERNだけでなく世界各国にシフトを取っている人がいます。

かく言う私も、

検出器が正常に動

いているかどうか

を監視するシフト

に今週はあたって

います。ネットワ

ーク越しに動作す

るインターフェー

スを使い、検出器

に問題が起きてい

ないかを定期的に

チェックします

‘す)。このように、
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(図は､この原稿を書いているまさにその瞬間に起きた事象です)。このように、

華々しい物理解析は、多くの研究者の地道な作業の積み菫ねの上に成り立って

います。
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